
日 曜日 中央 犀川 勝山
1 土      ①10:30～　②14:00～
2 日

3 月 休館日 休館日
4 火 休館日
5 水

6 木

7 金

8 土 　　　 　　　　　　　    きのこの子       ①10:30～　②14:30～
9 日

10 月 休館日 休館日
11 火 休館日
12 水

13 木

14 金

15 土 　　　　　　　 　　　
16 日

17 月 休館日 休館日
18 火 休館日
19 水 　　　
20 木

21 金

22 土 　　　おひさまの会 　　 　もこもこ
23 日 　　  
24 月 休館日 休館日
25 火 休館日
26 水

27 木

28 金

29 土 　　　 

30 日

 園芸をはじめませんか？  さあ、でかけよう！  防災

館内整理日

特設

みやこ町図書館だより

（発行：２０１7年4月１日 第５２号）

発行
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みやこ町図書館のホームページ

から「どくしょつうちょう」がダウン

ロードできるようになりました。

１冊すべて記入し終えた後に、カウ

ンターにお持ちいただくと図書館オ

リジナルスタンプを押します。

みやこ町の図書館３館でしたら、

どこでもかまいません。

読書通帳、始めてみませんか？

☆「おすすめ！こどもの本」 展示 4/20(木)～5/24(水)  

読書履歴を見返

すことができるの

で、とても便利で

す！

☆展示ケース

元島 美和子

『ヒロイン's ～お姫

様のお人形展～』

2月24日(金)

～4月26日(水）

http://www.irasutoya.com/2013/02/blog-post_4871.html
http://www.irasutoya.com/2012/05/blog-post_04.html
http://www.irasutoya.com/2012/02/blog-post_1785.html


～小説～ 

■『世界の夢の本屋さんに聞いた素敵な話』 ボブ・

エクスタイン(著) エクスナレッジ ■『結婚の嘘』 

柴門ふみ(著) 中央公論新社 ■『禅問答 100 撰』 

山田史生(著) 東京堂出版 ■『ツーリングガイド

九州・沖縄』 枻出版社 ■『独裁者たちの最期の

日々 上・下』 ディアンヌ・デュクレ(著) 原書房 

■『お医者さんにもらった薬がわかる本 』 関口詩

乃(著) ディスカヴァー・トゥエンティワン ■『あ

ると便利なお漬けもの』 大原千鶴(著) 家の光協会 

■『紙と日々、つながりを手作りする楽しみ』 田

中千絵(著) キノブックス  

～その他～ 

 『氷の双子』 

     S.K.トレメイン（著）小学館（2016） 

アンガスとサラ夫妻は双子の娘の一人、リディア

を失った。再出発の為スコットランドへの移住を

決めたが、「死んだのはカースティだよ。あたしは

リディア」と言い始めた娘。孤島の暮しの中で膨

らむ疑念…。まさか死んだ子を間違えたりするだ

ろうか？それぞれが秘密をかかえた家族。 

最後まで気が抜けないサイコスリラー！[り] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員のおすすめ本 

■『不発弾』 相場英雄(著) 新潮社 ■『物件探偵』 

乾くるみ(著) 新潮社 ■『終りなき夜に生れつく』 

恩田陸(著) 文藝春秋 ■『家と庭』 畑野智美(著) 

KADOKAWA ■『夢窓』 服部真澄(著) PHP 研究所 

■『救急病院』 石原慎太郎(著) 幻冬舎 ■『鬼門の

将軍』 高田崇史(著) 新潮社  ■『ガーディアン』 薬

丸岳(著) 講談社 ■『かわうそ堀怪談見習い』 柴崎

友香(著) KADOKAWA ■『ぼくの死体をよろしくた

のむ』 川上弘美(著) 小学館 ■『今ひとたびの、和

泉式部』 諸田玲子(著) 集英社 ■『産まなくても、

産めなくても』 甘糟りり子(著) 講談社  

 

新 着 資 料 案 内 

図書館のホームページから新着資料の確認ができます。貸出中のもの、他館所蔵のものは、お近くの図書館 

まで取り寄せることもできます。 ホームページアドレス http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.html 

『ゆでたまごを作れなくても幸せなフランス人』 

町田陽子(著) 講談社(2017) 

仕事より愛が大切。休むときは 

思いっきり休む。曖昧なんて言葉 

は無い。フランスで民宿を営む著者が、普段の生活

から見た、フランス人の生き方を教えてくれるエ

ッセイです。私も住んでみたくなりました。[K] 

『シャルロットの憂鬱』 

近藤 史恵（著） 光文社（2016） 

シャルロットは、警察犬を引退して池上家にや

ってきた、メスのジャーマンシェパード。ご近所

の犬仲間との交流の中で起こる不可解な謎に、シ

ャルロットと飼い主が奔走します。 

賢くて甘えん坊なシャルロットがとても可愛

い！犬好きな方にオススメです。［しっぽ］ 

『母さんごめん、もう無理だ 

きょうも傍聴席にいます』    

朝日新聞社会部（著）  幻冬舎（2016） 

裁判所の傍聴席で取材をする記者が、実際に

あった事件の裁判模様を綴ったもの。ひとつひ

とつの裁判の様子は短く、淡々と書かれてい

る。だが、どれも心に残り、もし自分だった

らと考えずにはいられない一冊だった。［三］ 

 

  

 

 

 

 

 

『最後の秘境 東京藝大』 

二宮 敦人（著）新潮社（2016） 

芸術に人生を捧げる「芸術家の卵」       

が集う場所、それは東京藝術大学。 

入試倍率は東大の３倍！生協ではガスマスクを販

売！上野動物園でペンギン釣り！そんな、謎に満

ちた藝大生の実態を描いた爆笑探検記。[ＹＯＵ] 

「ちいさな うさこちゃん」 

ディック・ブルーナ（ぶん・え）福音館書店（1964） 

絵本作家のディック・ブルーナが

2 月 16 日逝去しました。本書は

「うさこちゃんシリーズ」のはじま

りの本。シンプルな線と、あざやか

な色づかい、優しい言葉が印象に残

る一冊です。[ＹＯＵ] 

 




